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熊本の統計情報 平成２２年８月２７日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

国勢調査が始まります！ 

平成２２年１０月１日は国勢調査です。残すところ約１月となりました。 

そこで、みなさんの理解を深めていただくために国勢調査について説明したいと思います。 

 

国勢調査ってなんだろう？ 
国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにする国の最も基本的な統計調査として、大正９年以来５年ごと

に実施しています 

国勢調査では、下記表の２０項目について調査を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （国勢調査イメージキャラクター） 

 

国勢調査の結果は、法定人口として選挙区の画定、議員定数の基準、地方交付税交付金の算定の根拠に利用さ

れるなど、民主主義の基盤を成す統計を提供しています。 

また、行政施策の基礎資料として福祉政策、生活環境整備、防災対策等の国・地方公共団体における様々な施策

の実施や計画の策定などに利用されます。 

他にも、学術、教育、民間など広範な分野で、人口学、経済学等の学術研究、人口の将来推計、小・中学校等の教

育用資料、企業の需要予測や店舗等の立地計画などに利用されています。 

国勢調査の結果は、個人・世帯を調査対象として社会経済の実態をとらえる標本調査の標本抽出のために活用さ

れ、公的統計の体系整備に不可欠な情報を提供しています。 

 

平成１７年に実施された国勢調査結果は、公表されておりＨＰ等で閲覧することが可能です。 

 すべての調査結果  統計局ＨＰ http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2005/index.htm 

 抽出した熊本県の結果（一部）  熊本のデータ http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics/h17kokutyo.html 
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熊本県の統計情報は「 http://www.pref.kumamoto.jp/site/statistics 」をご覧ください。 

次回の「統計アラカルト」は、９月２４日 （金曜日）に掲載予定です。 

問合せ先：熊本県企画振興部統計調査課 総務資料班 

   〒869-8570 熊本市水前寺 6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

国勢調査いろいろＱ＆Ａ 
Ｑ国勢ってどんな意味？ 

Ａ国勢＝国の情勢という意味です。 
 
Ｑ毎年調査するの？ 

Ａ「統計法」(我が国の統計に関する基本法）に５年ごとに実施することが規定されています。 
 

Ｑいつ調査するの？ 

Ａ10 月１日午前零時現在を調査期日としています。 

南北に細長い日本列島の気候風土、風俗習慣、人々の経済活動などを勘案して定められています。 

また、４月から始まる年度の中央日であることなど、行政上の利用にも配慮されたものとなっています。 
 
Ｑ誰を調査するの？ 

Ａ日本に常住するすべての人、世帯が調査対象になります。 

 生まれたばかりの赤ちゃんはもちろん、３か月以上日本に住んでいる外国人も対象になります。 
 

Ｑ調査は絶対受けなければならないの？ 

  Ａ正確な統計を作るために統計法で、全員に提出する義務が定められています。 
 
Ｑ調査って難しくないですか？ 

  Ａ上記表に記載しているとおり２０項目になり、家族（世帯）のことを記入するので難しいことはありません。 
 

Ｑ調査の内容が個人情報なので不安です。 

  Ａ安心して下さい。国勢調査は統計法で厳格な個人情報保護が定められています。 

   調査票は封筒に封をして郵送、または調査員に提出して下さい。調査員は開封せずに市町村に届けます。 

   国勢調査に従事する者には統計法により守秘義務が課せられており、罰則もあります。 

 

国勢調査の疑問を感じたら 
●国勢調査コールセンター ０５７０－０１－２０１０（ナビダイヤル）／０３－６７３８－６６７７（ＩＰ電話・ＰＨＳの場合） 

平成２２年９月１１日（土）～１０月３１日（日） 受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日もご利用できます。） 

 

国勢調査員に不審を感じたら 
国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。 

●不審に思われた場合には、市町村の国勢調査担当（各市町村役場）にご連絡ください。 

 

日本の未来を創造していくための重要な調査です。 

調査票のご回答をお願いします。 


